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ま
ち
の

声
か
ら

ってらっしゃい」「気を付けなよ」と地域の方が

家族のように登校中の私に声をかけてくれま

す。その声かけに温かさを感じ、今日も頑張ろうと励

まされます。私の地域では老若男女、皆が笑顔で声を

かけ合っています。とても素敵なことだと思います。

　５月に修学旅行先で同窓会東京支部の方々と交

流会をし、私たちは大学で准教授をされている方と

話ができました。その方のご実家が私の家の近所だ

と知り、とても親しみを覚えました。進路の悩みに

対し、「夢や目標をもつことの大切さ」をアドバイス

してくださいました。地域を離れても、郷土を愛し、

見守っている方々がいることを心強く感じた瞬間で

した。地域の方々は私たちを様々な形で支えてくれ

ています。その期待に応えられるよう、これからも

地域を愛し、学校を愛し、誇りをもって頑張ってい

きたいです。

たしの住む地域は、自然が豊かで、とてもリ

ラックスできる場所です。建物の中からの景

色を楽しんでいるとき、友達とお花見をしようと町

を歩いているときなど、「自然が多いっていいな」

といつも思います。わたしは、どこを見渡しても見

える自然が好きです。特に、わたしの家から歩いて

行けるところに、「道の駅岩城」があります。そこ

には、おいしいご飯や、地域でつくられた野菜な

どがあります。休日はお客さんがたくさんいて、に

ぎわっています。そこから見る海や夕日は、何度見

ても感動するし、あきません。地域の宝物だと思い

ます。だからわたしは、クリーンアップなどのボラ

ンティア活動に積極的に参加して、これから先の未

来も、みんながきれいな景色を楽しめるようにがん

ばりたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.４３

「い わ

素晴らしい景色を守り続けるために温かさに包まれた私の地域

岩城小学校 ６年

さん加賀谷 芽衣子

由利中学校 ３年

（町内名　川北）（町内名　森子）

み うら か が や め こいせん

さん三浦 宣
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編
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今
号
は
６
月
定
例
会
の
内
容
が
主

に
な
り
ま
す
が
、
編
集
に
あ
た
り
市

民
目
線
を
意
識
し
、
限
ら
れ
た
文
字

数
で
、
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
良
い

文
章
表
記
、
説
明
写
真
や
図
・
イ
ラ

ス
ト
を
考
え
活
発
な
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
各
委
員
が
持
ち

寄
っ
た
作
品
か
ら
選
定
し
、
今
回
は

副
委
員
長
の
作
品
で
す
。

　
前
号
の
表
紙
の
写
真
の
ご
縁
に
よ

り
、
今
号
掲
載
の
「
ま
ち
の
声
か
ら
」

に
も
執
筆
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
議
員
７
人
の
一
般

質
問
が
あ
り
、
質
問
内
容
を
抜
粋
し

て
掲
載
し
ま
し
た
。
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
氏
名
の
脇
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
当
日
の
一
般
質
問
の
映

像
が
視
聴
で
き
ま
す
。
議
会
だ
よ
り

の
紙
面
と
映
像
の
両
方
を
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
佐
々
木
司
）
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政
府
は
看
護
師
や
介
護
職
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
基
盤
を
支
え
る
ケ
ア
労
働
者
に
つ
い
て
、
そ
の

役
割
の
重
要
性
に
比
し
て
賃
金
水
準
が
低
い
状
況

に
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
賃
上
げ
支
援
に
踏
み
出

し
、
令
和
６
年
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障
害

福
祉
報
酬
に
つ
い
て
賃
上
げ
に
特
化
し
た
『
評
価

料
』や『
加
算
』を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
し
か
し『
２
・

５
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
目
標
』
を
掲
げ
た
も
の
の

実
際
の
診
療
報
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に
お
け
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
や
介
護
報
酬
の
新
加
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目
標
水
準
に
及
ん
で

い
ま
せ
ん
。

　
社
会
基
盤
を
支
え
る
ケ
ア
労
働
者
抜
き
で
は
社

会
生
活
は
成
り
立
た
ず
、
医
療
崩
壊
が
懸
念
さ
れ

る
地
域
か
ら
は
人
が
離
れ
、
医
療
・
介
護
現
場
で

は
退
職
者
が
入
職
者
を
上
回
る
状
況
が
全
国
で
相

次
い
で
お
り
、
由
利
本
荘
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
市
民
の
命
と
健
康
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守
り
安
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し
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医
療
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介

護
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受
け
ら
れ
る
体
制
確
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た
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医
療
・
介

護
従
事
者
の
賃
上
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や
人
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な
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だ
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利
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独
自
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も
行
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介
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（
町
内
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　小
栗
山
）

伊
藤

　和
哉

お兄ちゃんも、じょうず！
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６月定例会のトピックス

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

　令和８年６月定例会が、５月29日から6月17日までの20日間の日程で開催され、専決処分報告10件、人
事案件29件、条例関係８件、契約関係１件、補正予算10件、その他2件の計60件が審議され、すべて原案
のとおり承認・可決されました。
　また、請願２件、陳情１件について採択され、継続審査中の陳情は不採択と決しました。
　さらに、委員会発案２件も可決されました。

３日
１０日

１７日
２１日
２８日

２２日

２９日

５日
８日
９日
１７日

２３日
２４日

３０日

議会日誌議会日誌
４月

５月

６月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
教育民生常任委員会協議会
議会改革特別委員会
当局との連絡会議
議会全員協議会

議会運営委員会
議会改革特別委員会
教育民生常任委員会協議会
本会議（開会）
議会全員協議会

本会議（一般質問）・８日
議会運営委員会
委員会（議案審査）～１０日
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会改革特別委員会
議会報編集特別委員会
新潟県長岡市議会行政視察来訪
大阪府大阪市会行政視察来訪
千葉県八街市議会行政視察来訪

（４／１～６／３０）

６
月
定
例
会

議長交際費議長交際費

慶祝、
協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

37,000円
（3件）

76,200円
（9件）

39,000円
（7件）

0円
（0件）

0円
（0件）

59,000円
（1件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

４月

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

５月

６月

３日
７日
１０日
２１日
２３日
２４日
２８日

１日
３日
５日
１１日
１４日
１５日
１８日
１９日
２６日

２７日
２８日

７日
１２日
１５日
２０日
２３日

２４日

民生児童委員協議会
新入社員合同歓迎会
本荘さくらまつりオープニングセレモニー
第１４９回秋田県種苗交換会協賛会設立総会
東北市議会議長会定期総会(青森県八戸市)
地域農業再生協議会総会
秋田由利牛振興協議会総会

本荘東小学校開校記念式典
丸亀お城まつり（香川県丸亀市）
佐久バルーンフェスティバル・佐久鯉まつり（長野県佐久市）
全国伝統工芸品振興市議会協議会（東京都）
由利本荘市観光協会通常総会
由利本荘市商工会通常総代会
市と市議会との合同要望（秋田市）～19日
国道３９８号改良整備促進期成同盟会通常総会（湯沢市）
管工事協同組合通常総会
由利本荘市スポーツ協会評議員会
全国市議会議長会定期総会（東京都）
市議会議員共済会代議員会（東京都）
本荘由利森林組合通常総代会

鳥海新緑まつり
本荘税務署管内青色申告連合会通常総会
本荘由利産学振興財団評議員会
由利建築士会通常総会式典
本荘東小学校竣工修祓式
芸術文化協会連合会表彰式
市と市議会との合同要望（宮城県仙台市・東京都）～２６日

【議長公務】

詳細はこちらから↑

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

▶ 次の定例会は９／２～９／２４ ◀

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／１６ １９１７ １８ ２０

２３

３０ ３１ ３

２９２７ ２８ ２８

２２

１３ １６

２０ ２１ ２２ ２３ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ １０／１ ２ ３

１９１８

５４

６

９／１

１２

月 火 水 木 金 土

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

本会議
（一般質問）

７
本会議
（一般質問）

８

２１

　８月２１日（金）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

決算審査
特別委員会
（主査会議）

１５

本会議
（閉会）

２４

決算審査
特別委員会
（主査報告）

１７

本会議
（開会）

２

常任委員会
決算審査
特別委員会

１１
常任委員会
決算審査
特別委員会

１０

常任委員会
決算審査
特別委員会

１４

選ばれる職場づくりプログラム

問 　内容は。

答 　市内企業の人材確保・定着支援のためのプ
ログラムで、3 回の講座を通じて「気づきから
始める職場改善、自社の課題の洗い出し」「課
題を解決に導く改善策と目標づくり」「改善目
標の発表と振り返り」を予定。社会保険労務
士が講師を務める。

　企業における女性活躍推進事業「選ばれる職
場づくりプログラム」を展開します。 総

９
本会議

（一般質問）
決算審査
特別委員会

市道路線の認定

問 　認定の経緯は。

答 　県道鳥海矢島線のバイパス道路が完成に至
ったことから「中直根線」を認定する。

　秋田県より移管された旧道を認定します。産

向かって右が市道中直根線

小中学校ＩＣＴ機器等賃貸借
更新事業

問 　どのような内容か。

答 　これまで課題のあったネットワークの遅延解
消や快適なＩＣＴ環境整備に向け、サーバの更
新、教職員用ノートパソコンの更新、普通教
室のプロジェクターの更新、学習系インターネ
ット接続の方式の変更となっている。なお、事
業費は７億９０１４万９３６０円であり、いずれ
も今年度9月からの稼働開始を予定している。

　ＩＣＴ環境の老朽化対策および教育ＤＸ推進
を目的に関連機器が更新します。 教

地域クラブ参加への支援

問 　支援の内容は。

答 　経済的困窮世帯の生徒に対し地域クラブ参
加などを支援する経費を追加する。
　子どもたちの学びの機会の確保のため、経
済的な理由で体験格差が生じないよう支援を
行ない、健やかな成長を願う。

　８２万３千円を増額補正します。 産
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※令和７年度は市議会議員改選のため前期（４月から１０月）と後期（１１月から翌年３月）に分けての交付となっています。
※佐々木司議員が令和8年1月1日より高志会に加入したため、佐々木司議員個人への交付額は2カ月分（令和7年11月から12月分）、高志会
　への交付額は9人×5ヶ月分＋1人×3ヶ月分（令和8年1月から3月分）の交付となっております。
※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派及び議員が負担しています。

政務活動費の収支を報告します

令和７年度後期

　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究などの活動に充てる

ことができます。令和７年１１月～令和８年３月は月額１５,０００円を交付さ

れ、収支報告書の提出が義務付けられています。

※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を
　掲載しています。

由利本荘市政務活動費交付金の執行状況（令和７年１１月から令和８年３月） （単位：円）

会派名・議員名

高

　
志

　
会

明

日

を

ひ

ら

く

立

憲

民

主

党

市

民

の

窓

口

公

　
明

　
党

橋

島

達

也

議

員

小

川

光

弘

議

員

佐

々

木

司

議

員

合計

720,000

720,000

57,600

61,085

310,453

263,894

20,275

713,307

6,693

375,000

375,000

30,000

20,000

499,604

169,122

718,726

0

150,000

150,000

12,000

68,260

8,151

60,000

148,411

1,589

150,000

150,000

12,000

174,559

186,559

0

75,000

75,000

6,000

17,654

31,671

55,325

19,675

75,000

75,000

6,000

40,000

46,000

29,000

75,000

75,000

6,000

10,000

16,000

59,000

30,000

30,000

2,400

2,400

27,600

1,650,000

1,650,000

132,000

199,345

992,767

0

0

0

450,670

51,946

0

60,000

1,886,728

143,557

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要望・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

残　　額

計

計

収 

入

支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　出

交付金
(１人月額１５,０００円交付)

購入契約したスクールバス

スクールバスの購入契約

問 　更新の理由は。

答 　購入後１１年から１２年を経過しており、そ
の走行距離も岩城地域の１台は走行距離２０万
キロメートル、大内地域２台は、それぞれ２７
万キロメートル、３２万キロメートルを超えてい
る。また、下回りの損傷もあり安全確保のた
め更新する。契約額は３台で２５１３万９４００
円であり、納入は令和９年２月末を予定してい
る。

　岩城地域、大内地域のスクールバス３台を更
新します。 教

問 　運賃値上げの理由と、アプリによる値引き

が今後も継続されるのか。

答 　本格稼働時の市の財政状況を考慮し、持続
可能性を検証するため、昨年度の300円から
今年度は400円に値上げして検証する。アプ
リ割引は昨年度と同様に大人100円、その他
50円の割引を検討している。

　エリアの追加、３台体制、運賃大人400円小人
200円にて実施します。 総

令和８年度ＡＩオンデマンド
交通導入運行実証事業

のれッタ運行エリア図

第３弾キャッシュレス決済
ポイント還元事業

問 　第３弾に至った経緯は。

答 　第2弾キャッシュレス決済ポイント還元事業
と生活応援券発行の実施の結果、生じた残額１
億４２８８万６千円を活用し実施する。今回はキ
ャッシュレス決済のみとし、期間は9月1日から
12月31日までで予算に達し次第終了する。還元
率は一般店２０％、大型店５％とする。利用出来
る加盟店は約６７０店舗を想定して、準備に入
る。

　物価高騰対策として第３弾キャッシュレス決
済ポイント還元事業を実施します。 産

ツキノワグマ誘引樹木伐採事業

問 　補正額は。また、市民の不安解消の取り組

みは。

答 　当初予算１５０万円に対して、３０３万２千円
の増額補正を行う。
　市街地中心部への出没が相次ぎ、市民の不安
が増していることから、出没情報だけでなく、
駆除状況の周知についても検討をしていく。

　カキやクリなどのクマを誘引する樹木伐採事
業費を増額します。 産
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ここが聞きたい
一 般 質 問

6月定例会6月定例会

大友孝徳
（市民の窓口）

小川光弘
（無所属）

最
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る
少

子
化
対
策
と
し
て
、
第
1
子
出

産
1
0
0
万
円
、
第
2
子
50
万
円
、
第

3
子
1
0
0
万
円
と
し
た
ら
ど
う
か
。

市
独
自
の
子
育
て
支
援
金
と
し

て
、
第
２
子
に
10
万
円
、
第
３

子
以
降
20
万
円
を
支
給
し
て
お
り
、
国

の
支
援
も
含
め
る
と
、
第
１
子
は
10
万

円
、
第
２
子
は
20
万
円
、
第
３
子
以
降

は
30
万
円
の
支
援
と
な
っ
て
お
り
、
高

額
な
経
済
支
援
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き

課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答 子
育
て
支
援
の
拡
充
と

　
　
　
　
　少
子
化
対
策
は

市
民
の
声
を
積
極
的
に
聴
き
、

合
意
形
成
を
支
え
な
が
ら
政
策

を
進
め
る
力
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体

に
と
っ
て
最
も
重
要
で
は
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
な

が
ら
、
市
職
員
の
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
を
図
り
、
市
民
と

共
に
政
策
を
作
り
上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
を

確
立
す
る
よ
う
努
め
る
。

問答 フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

専
門
職
導
入
で
市
職
員
の

　

 

「
聴
く
力
」
の
底
上
げ
を

２
０
１
８
年
２
月
に
発
生
し
た

本
荘
港
風
力
発
電
所
の
風
車
ブ

レ
ー
ド
破
損
事
故
で
は
、
長
さ
約
12
ｍ

の
破
片
が
最
大
１
０
０
ｍ
先
ま
で
飛
散

し
た
。
市
民
や
観
光
客
の
安
全
を
第
１

に
考
慮
し
、
本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
水
浴
場

海
開
き
の
間
は
、
本
荘
港
風
力
発
電
所

問 相
次
ぐ
風
車
破
損
事
故
か
ら

　
　
　市
民
を
守
る
た
め
に

本
荘
港
風
力
発
電
所
が
重
大
か

つ
切
迫
し
た
危
険
な
状
態
に
あ

る
と
は
認
識
し
て
お
ら
ず
、
法
的
根
拠

の
な
い
中
で
、
国
に
風
車
の
停
止
は
求

め
な
い
。

答
の
停
止
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

本荘マリーナ海水浴場に至近の風車

国
は
部
活
動
の
地
域
展
開
に
伴

う
移
動
手
段
の
確
保
を
重
要
課

題
と
位
置
付
け
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活
用

や
地
域
交
通
と
の
連
携
を
含
め
た
交
通

体
系
の
再
編
に
補
助
し
て
い
る
。
本
市

も
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

部
活
動
の
地
域
展
開
が
進
み
、

活
動
が
広
域
化
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
公
共
交
通
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル

ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
改
正
の
検
討
材
料
と
し

て
活
用
す
る
。

問答 部
活
動
の
移
動
に
安
心
安
全
な

ル
ー
ル
づ
く
り
と
支
援
体
制
を

市
が
定
め
る
避
難
場
所
に
お
い

て
、同
行
避
難
を
原
則
と
し「
人

間
と
ペ
ッ
ト
は
別
々
の
場
所
に
な
る
」

と
あ
る
が
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
居
ら
れ

る
同
伴
避
難
に
し
て
は
ど
う
か
。

ケ
ー
ジ
へ
収
容
さ
れ
、
避
難
所

汚
損
や
鳴
き
声
で
の
迷
惑
が
な

い
こ
と
な
ど
、
周
囲
へ
の
配
慮
を
盛
り

込
ん
だ
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場

合
に
は
、
適
切
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
図
っ

た
う
え
で
「
同
伴
ス
ペ
ー
ス
」
が
確
保

で
き
る
よ
う
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問

答

災
害
避
難
場
所
に
つ
い
て

人
口
減
少
の
中
で
広
大
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

ど
う
や
っ
て
行
く
か
「
令
和
26
年
度
の

都
市
の
姿
を
展
望
」
と
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
計
画
を
し
て
い
る
の
か
。

立
地
適
正
化
計
画
は
、
地
域
の

力
を
集
結
し
人
々
の
交
流
を
育

む
魅
力
的
な
「
ま
ち
な
か
の
創
出
」、

災
害
に
強
く
住
み
続
け
や
す
い
住
居
環

境
の
整
備
、
市
街
地
と
郊
外
を
結
ぶ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
の
３
つ
の
方
針
に

基
づ
い
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
ま

た
、
住
居
誘
導
や
都
市
機
能
の
集
約
に

つ
い
て
は
、
居
住
や
都
市
機
能
施
設
の

建
て
替
え
な
ど
の
機
会
に
合
わ
せ
て
、

緩
や
か
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

問答 立
地
適
正
化
計
画
は

●委員会発案第２号

　地方財政の充実・強化を国に求める意見書の提出に

　ついて

委 員 会 発 案 可決

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣
国土交通大臣　デジタル大臣
内閣府特命担当大臣（こども政策　少子化対策
若者活躍　男女共同参画　共生・共助）

●委員会発案第３号

　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務

　教育費国庫負担割合引上げを国に求める意見書の

　提出について

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　文部科学大臣

請願・陳情結果

不  採  択

○陳情第１号（継続審査中）

　選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提

　出についての陳情

秋田弁護士会　会長　竹田勝美

○請願第２号

　ツキノワグマの市街地への出没増加対策の財源と

　して、森林環境譲与税の積極的活用を検討するこ

　とを由利本荘市に求める請願

山下友宏

紹介議員　松本学

採　　択

○陳情第５号

　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務

　教育費国庫負担割合引上げを図るための２０２７

　年度政府予算に係る意見書提出についての陳情

秋田県教職員組合　執行委員長　小林久美子

○請願第３号

　地方財政の充実・強化を国に求める意見書提出に

　ついての請願

連合秋田本荘地域協議会　議長　清野英之

紹介議員　岡見善人

問 　実際に移住につながった割合や、秋田県

での移住促進の取り組みは。

答 　関東地方の10組14人が来訪し、そのうち1
人が移住につながる可能性があると分析して
いる。県でも移住促進のマーケティングを行
い、必要な情報は「仕事」と「住まい」が最も
重要。Uターン希望者は女性が多く、特に既
婚者、未就学児がいる家庭、子育て世代の関
心が高い。県ではこれらの層をターゲットにし
た施策を進めており、由利本荘市でも保育園
や教育に関する施策がこれに繋がると考えて
いる。

　「東北 移住＆つながりフェア」へ出展しました。総
東北 移住＆つながりフェア

問 　改正の内容は。

答 　全世代と企業が拠出する「子ども・子育て
支援金」が令和８年度から医療保険料とあわ
せて徴収され、児童手当拡充などに充てられ
る。
　令和８年度より国民健康保険税にも、所得
に応じて子ども・子育て支援納付金が上乗せ
される。
　その他、課税限度額の上限額の引き上げと
低所得者への軽減判定所得の見直しが行われ
る。

　法改正で「子ども・子育て支援金制度」が新た
に創設されたことに伴う条例の改正です。 教

国民健康保険税条例の
一部を改正
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木司
（高志会）

粟野希穂
（立憲民主党）

公
園
や
通
学
路
周
辺
、
市
管
理

の
施
設
周
辺
の
草
刈
り
や
下
草

管
理
、
見
通
し
確
保
に
つ
い
て
ク
マ
対

策
や
防
犯
の
観
点
か
ら
、
今
後
ど
の
よ

う
な
場
所
を
優
先
し
、
環
境
整
備
を
進

め
る
の
か
。

問

緩
衝
帯
整
備
は
、
石
脇
自
歩
道

や
通
学
路
な
ど
、
ク
マ
出
没
箇

所
を
中
心
に
実
施
し
、
松
涛
公
園
や
本

荘
公
園
な
ど
目
撃
情
報
の
あ
る
施
設
な

ど
も
刈
り
払
い
を
進
め
た
い
。

答

今
後
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
環
境
整
備
や
安
全
対
策
を

進
め
る
の
か
。

問

進
め
方
や
整
備
状
況
な
ど
に
つ

い
て
、
市
民
へ
ど
の
よ
う
に
情

問

草
木
が
繁
茂
す
る
時
期
を
重
点

期
間
と
し
、
猟
友
会
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
選
定
し
、
準
備
を
進

め
て
い
る
。

答 ク
マ
出
没
を
踏
ま
え
た

生
活
圏
周
辺
の
環
境
整
備
は

出
没
情
報
に
加
え
、
緩
衝
帯
整

備
予
定
箇
所
、
捕
獲
用
わ
な
の

設
置
状
況
や
捕
獲
状
況
に
つ
い
て
も

様
々
な
手
段
で
情
報
提
供
を
行
う
。

答

閉
校
後
の
歴
史
継
承
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
向
性
は
。

問

誰
に
と
っ
て
も
、
そ
の
「
も
の
」

自
体
に
歴
史
的
な
価
値
が
あ
る

場
合
は
移
設
も
考
慮
し
つ
つ
現
物
の
保

存
と
活
用
を
図
る
。「
も
の
」
と
し
て

残
し
に
く
い
閉
校
し
た
学
校
の
記
録
や

記
憶
な
ど
に
つ
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
の

力
を
活
用
し
、
後
世
に
学
校
の
証
し
が

残
せ
る
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
取
り
組
む
。

答

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
本
市
の
動
き
は
。

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
手
法
が
各

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
ど
の
よ

う
に
活
用
で
き
る
の
か
、
地
域
の
皆
様

と
の
話
し
合
い
を
重
ね
必
要
性
や
可
能

性
を
研
究
し
て
い
く
。

問答

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
。

県
の
支
援
策
を
活
用
し
な
が
ら

地
域
の
目
指
す
姿
の
実
現
に
む

け
て
支
援
し
て
い
く
。

問答 山
活
と
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

山
林
を
地
域
資
源
と
す
る
た
め

に
権
利
関
係
整
備
を
。

問

「
認
可
地
縁
団
体
が
所
有
す
る

不
動
産
に
係
る
登
記
の
特
例
」

を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
、
地
域
の
目
指

す
姿
の
実
現
に
向
け
て
活
動
す
る
組
織

に
市
関
係
部
局
が
連
携
し
支
援
す
る
。

答

固
定
資
産
税
共
有
者
分
割
納
付

を
。

問

実
務
上
の
課
題
も
あ
り
本
市
で

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

答

ご
み
処
理
広
域
化
・
集
約
化
の

対
応
は
。

可
燃
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は

広
域
処
理
に
参
加
。
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
と
中
継
施
設
は
単
独
で
整
備
す

る
。 問答

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基

本
計
画
の
方
針
は
。

策
定
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
、

大
き
く
状
況
が
変
化
し
て
い
る
。

秋
田
市
な
ど
と
の
可
燃
ご
み
の
処
理
広

域
化
に
向
け
大
き
く
方
針
転
換
を
行
っ

た
こ
と
、
最
終
処
分
の
民
間
施
設
の
活

用
を
含
む
処
理
方
針
や
新
た
な
施
設
整

備
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
直
近
の
ご
み

排
出
量
の
実
績
に
基
づ
く
ご
み
排
出
量

推
計
の
見
直
し
な
ど
を
反
映
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
中
に
改
定

を
予
定
し
て
い
る
。

問答 ご
み
処
理

報
発
信
す
る
の
か
。

クマ出没当日の松涛公園（本荘石脇地区）

統
廃
合
に
伴
う
学
校
の
歴
史

継
承
と
〝
ふ
る
さ
と
愛
〞
の

　
　
　
　
　
醸
成
に
つ
い
て

人　事　案　件

■教育委員会教育長（任期：３年）

　土　倉　新　也　氏（再任）西目地域出戸
■教育委員会委員（任期：４年）

　小　坂　綾　子　氏（再任）本荘地域中梵天
■固定資産評価審査委員会委員（任期：３年）

　澤　田　宣　夫　氏（再任）本荘地域石脇
　斎　藤　弘　隆　氏（再任）本荘地域一番堰
　加　賀　秀　喜　氏（新任）西目地域西目
■農業委員会委員（任期：３年）

　佐々木　純　一　氏（再任）本荘地域赤田
　冨　樫　公　一　氏（再任）本荘地域薬師堂
　板　垣　利　明　氏（再任）本荘地域滝ノ沢
　菅　原　文　克　氏（再任）本荘地域大沢
　三　浦　徳　也　氏（新任）岩城地域内道川
　井　上　博　美　氏（新任）本荘地域石脇
　畑　山　留美子　氏（再任）矢島地域七日町
　佐　藤　角　栄　氏（新任）矢島地域荒沢
　豊　島　靖　喜　氏（再任）矢島地域元町
　吉　田　真　大　氏（新任）岩城地域内道川
　尾留川　正　敏　氏（新任）由利地域前郷
　巴　　　　　寛　氏（再任）由利地域町村
　伊　東　金　一　氏（新任）由利地域森子
　石　井　健　一　氏（新任）大内地域岩谷麓
　伊　藤　純　二　氏（新任）大内地域大内三川
　畠　山　典　雄　氏（新任）大内地域羽広
　佐々木　　　亨　氏（再任）大内地域加賀沢
　加　藤　三　敏　氏（再任）大内地域中俣
　小　野　晃　一　氏（再任）東由利地域舘合
　佐々木　善　永　氏（新任）東由利地域宿
　齋　藤　　　誠　氏（再任）西目地域西目
　真　坂　和　都　氏（再任）鳥海地域猿倉
　佐　藤　源　樹　氏（再任）鳥海地域上笹子
　佐　藤　　　崇　氏（再任）鳥海地域栗沢

つち くら やしん

こ さか あや こ

さわ た のぶ お

さい とう ひろ たか

か が ひで き

さ きさ じゅん いち

と がし こう いち

いた がき とし あき

すが わら ふみ かつ

み うら とく や

いの うえ ひろ み

はた やま る こみ

さ とう かく えい

とよ しま せい き

よし だ ま お

び かわる まさ とし

ともえ ひろし

い とう きん いち

いし い けん いち

い とう じゅん じ

はたけ やま のり お

さ きさ とおる

か とう みつ とし

お の こう いち

さ きさ よし えい

さい とう まこと

ま さか かず と

さ とう よし き

さ とう たかし

同意
●国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

●地方活力向上地域における固定資産税の不均一課

　税に関する条例の一部を改正する条例案

●老人福祉施設におけるサービスに要する費用の徴

　収に関する条例の一部を改正する条例案

●介護保険条例の一部を改正する条例案

●本荘マリーナオートキャンプ場条例の一部を改正す

　る条例案

●ゆりの里交流センター条例の一部を改正する条例案

●ガス供給条例の一部を改正する条例案

●ガス事業、水道事業及び下水道事業の設置等に関

　する条例の一部を改正する条例案

条　例　関　係 可決

◆物品（岩城地域・大内地域スクールバス）

　購入契約の締結について

　契約金額：２５１３万９４００円
　契約の相手方：秋田トヨペット株式会社本荘店
　　　　　　　　　　　　　　　店長　山本芳則

契　約　関　係 可決

◎中直根線

　秋田県より移管された旧道について認定するもの

市　道　認　定 可決

※陳情第１号：選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提出についての陳情

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※佐藤健司議長は、採決に加わりません。

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
公
明
党

無所属
表
決
数

議

　決

　結

　果

高　　　志　　　会 市民の窓口明日をひらく 立憲民主党
会派・
議員名

案件名

不採択

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

小
川

　光
弘

橋
島

　達
也

佐
藤

　正
人

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

粟
野

　希
穂

岡
見

　善
人

渡
部

　聖
一

小
松

　浩
一

新
宅

　
　慈

泉
谷

　赳
馬

正
木

　修
一

佐
々
木

　司

大
友
ま
す
子

佐
藤

　健
司

長
沼

　久
利

甫
仮

　貴
子

佐
藤

　義
之

小
田

　
　彩

堀
井
新
太
郎

伊
藤

　順
男

高
橋

　信
雄

××○×○○○×××××××－××××××× １７４

○：賛成　×：反対

陳情第１号
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ここが聞きたい
一 般 質 問

由利本荘市議会だより  令和８年／2026年8月1日発行7 由利本荘市議会だより  第85号（6月定例会）

甫仮貴子
（高志会）

橋島達也
（無所属）

市
民
が
参
照
で
き
る
「
市
内
自

転
車
走
行
可
能
歩
道
マ
ッ
プ
」

を
作
成
・
公
開
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
が
独
自
に
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

通
行
の
合
法
性
を
保
証
す
る
こ

と
は
、
正
確
性
や
責
任
の
観
点
か
ら
も

課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
時

点
に
お
い
て
、
マ
ッ
プ
を
作
成
・
公
開

す
る
こ
と
は
慎
重
に
考
え
る
も
の
と
判

断
し
て
い
る
。

問答

小
学
生
・
中
学
生
を
通
じ
た
体

系
的
な
自
転
車
安
全
教
育
を
継

続
・
充
実
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

本
荘
由
利
地
区
の
小
・
中
・
高

な
ど
学
校
の
校
長
と
生
徒
指
導

担
当
者
が
会
す
る
協
議
会
に
お
い
て
、

各
校
の
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
、
小・中
・

高
の
連
続
性
を
意
識
し
た
継
続
的
な
指

導
・
啓
発
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問答 自
転
車
の
安
全
利
用
に

向
け
た
走
行
環
境
の
整
備
と

　
　
　
　
　教
育
の
充
実
を

ナ
フ
サ
不
足
に
よ
る
経
営
・
生

産
へ
の
影
響
に
つ
い
て
支
援
金

や
融
資
優
遇
な
ど
の
支
援
策
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

利
子
補
給
な
ど
の
金
融
支
援
を

行
う
。「
中
小
企
業
融
資
あ
っ

せ
ん
事
業
」
に
つ
い
て
も
周
知
に
努
め
、

必
要
と
し
て
い
る
事
業
者
に
着
実
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

問答

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事

業
の
補
助
期
限
内
に
工
事
を
完

了
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
補
助
期
限
を

延
長
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

申
請
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
対
応
し
て
い
く
。

問答 資
材
高
騰
・
供
給
危
機
に
よ
る

地
域
経
済
及
び

　
　公
共
事
業
へ
の
影
響
は

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

泉谷赳馬
（明日をひらく）

県
は
由
利
本
荘
看
護
学
校
を
県

立
衛
生
看
護
学
院
の
サ
テ
ラ
イ

ト
校
と
す
る
方
針
を
固
め
今
年
７
月
に

募
集
要
項
を
配
布
開
始
、
令
和
９
年
４

月
の
サ
テ
ラ
イ
ト
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
校
の
学
生
確
保
は
、
本

市
の
看
護
人
材
確
保
と
し
て
も
重
要
で

あ
る
。
学
生
確
保
の
た
め
、
看
護
学
生

の
住
居
や
通
学
な
ど
の
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
、
学
生
の
支
援
に
つ
い
て
当

局
の
考
え
は
。

学
生
の
住
居
や
通
学
費
な
ど
の

支
援
は
、
こ
の
地
域
で
の
看
護

人
材
確
保
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
検

討
の
意
義
は
あ
る
と
感
じ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
県
か
ら
学
校
運
営
の
経
営

方
針
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

具
体
的
な
お
答
え
は
で
き
な
い
。

問答 由
利
本
荘
看
護
学
校

　
　
　
　
　サ
テ
ラ
イ
ト
化

9P 大友孝徳（市民の窓口）
１．ファシリテーター専門職導入で市職員の

「聴く力」の底上げを

２．島根県大田市大森町に学び関係人口創

出と移住促進を

３．相次ぐ風車破損事故から市民を守るた

めに

４．部活動の移動に安心安全なルールづく

りと支援体制を

7P 橋島達也（無所属）
１．自転車の安全利用に向けた走行環境の

整備と教育の充実について

２．資材高騰・供給危機による地域経済及

び公共事業への影響について

6P 泉谷赳馬（明日をひらく）
１．由利本荘看護学校及び県立衛生看護学

院サテライト校について

２．本市沖洋上風力発電事業について

7P 甫仮貴子（高志会）
１．第１４９回秋田県種苗交換会の開催に向

けて

２．本市のＢ＆Ｇ海洋センターの維持管理と

将来ビジョンについて

３．樹木の倒木等による市民の安全管理に

ついて

8P 佐々木司（高志会）
１．山活と農村ＲＭＯについて

２．ごみ処理について

8P 粟野希穂（立憲民主党）
１．若年女性に「選ばれる」ための意識改革

と対話の場について

２．若者の声を「政策につなげる仕組み」に

ついて

３．クマ出没対策と生活圏・労働環境の安

全確保について

４．海水浴場周辺における風力発電施設の

安全対策について

５．統廃合に伴う学校の歴史継承と“ふるさ

と愛”の醸成について

9P 小川光弘（無所属）
１．子育て支援の拡充と少子化対策について

２．災害避難場所について

３．立地適正化計画について

６月定例会では、
７人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

地
元
の
海
域
で
発
電
さ
れ
る
電

気
を
地
元
で
利
用
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
洋
上
風
力
由
来
の
電
力
や

そ
の
環
境
価
値
を
、
公
共
施
設
や
学
校

施
設
な
ど
の
市
有
施
設
に
お
い
て
活
用

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

再
エ
ネ
電
力
は
地
域
固
有
の
資

源
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
て
発
電
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
地
域
で
利
活
用
す
る

こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
洋
上
風
力
で
発
電
さ
れ
た

電
気
に
つ
い
て
も
利
用
し
や
す
い
仕
組

み
の
構
築
に
つ
い
て
、
法
定
協
議
会
な

ど
で
お
願
い
し
て
き
た
。

　
本
市
沖
で
発
電
し
た
電
気
を
本
市
の

公
共
施
設
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と
は
理

想
的
な
取
組
み
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提

と
し
て
発
電
事
業
者
か
ら
低
い
価
格
で

供
給
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

問答 本
市
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業

地
域
農
業
者
が
新
技
術
を
学
び

取
り
入
れ
て
い
け
る
よ
う
な
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
導
入
補
助
は
。

適
切
な
情
報
提
供
に
努
め
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
伴
走
支
援

に
努
め
る
。

問答

経
済
波
及
効
果
は
。

県
全
体
で
は
90
億
円
、
本
市
で

は
５
億
円
の
経
済
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。

問答 第
1
4
9
回
秋
田
県
種
苗

　
交
換
会
の
開
催
に
向
け
て

施
設
の
長
寿
命
化
は
。

修
繕
は
不
具
合
箇
所
を
優
先
し

対
応
。
現
在
は
具
体
的
な
長
寿

命
化
計
画
は
な
い
。
今
後
と
も
指
定
管

理
者
や
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
連
携
を
密
に
し
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
る
。

問答 本
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

維
持
管
理
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

プ
ー
ル
施
設
の
今
後
と
修
繕
計

画
は
。

将
来
の
人
口
動
向
や
利
用
者
数

を
考
慮
し
、
令
和
18
年
ま
で
に

一
地
域
一
プ
ー
ル
の
必
要
性
に
つ
い
て

協
議
し
集
約
化
を
図
る
。Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー

ル
・
３
箇
所
は
当
面
存
続
す
る
方
針
で

あ
る
。

問答

開
催
期
間
中
に
お
け
る
市
民
生

活
へ
の
影
響
と
交
通
渋
滞
緩
和

策
は
。大

規
模
駐
車
場
を
分
散
配
置
し

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
輸
送
す
る
。
主

会
場
で
あ
る
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
周
辺

へ
の
車
両
集
中
を
抑
制
し
渋
滞
緩
和
に

努
め
る
。

問答
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ここが聞きたい
一 般 質 問

由利本荘市議会だより  令和８年／2026年8月1日発行7 由利本荘市議会だより  第85号（6月定例会）

甫仮貴子
（高志会）

橋島達也
（無所属）

市
民
が
参
照
で
き
る
「
市
内
自

転
車
走
行
可
能
歩
道
マ
ッ
プ
」

を
作
成
・
公
開
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
が
独
自
に
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

通
行
の
合
法
性
を
保
証
す
る
こ

と
は
、
正
確
性
や
責
任
の
観
点
か
ら
も

課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
時

点
に
お
い
て
、
マ
ッ
プ
を
作
成
・
公
開

す
る
こ
と
は
慎
重
に
考
え
る
も
の
と
判

断
し
て
い
る
。

問答

小
学
生
・
中
学
生
を
通
じ
た
体

系
的
な
自
転
車
安
全
教
育
を
継

続
・
充
実
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

本
荘
由
利
地
区
の
小
・
中
・
高

な
ど
学
校
の
校
長
と
生
徒
指
導

担
当
者
が
会
す
る
協
議
会
に
お
い
て
、

各
校
の
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

状
況
に
つ
い
て
情
報
共
有
し
、
小・中
・

高
の
連
続
性
を
意
識
し
た
継
続
的
な
指

導
・
啓
発
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問答 自
転
車
の
安
全
利
用
に

向
け
た
走
行
環
境
の
整
備
と

　
　
　
　
　教
育
の
充
実
を

ナ
フ
サ
不
足
に
よ
る
経
営
・
生

産
へ
の
影
響
に
つ
い
て
支
援
金

や
融
資
優
遇
な
ど
の
支
援
策
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

利
子
補
給
な
ど
の
金
融
支
援
を

行
う
。「
中
小
企
業
融
資
あ
っ

せ
ん
事
業
」
に
つ
い
て
も
周
知
に
努
め
、

必
要
と
し
て
い
る
事
業
者
に
着
実
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

問答

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事

業
の
補
助
期
限
内
に
工
事
を
完

了
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
補
助
期
限
を

延
長
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

申
請
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
対
応
し
て
い
く
。

問答 資
材
高
騰
・
供
給
危
機
に
よ
る

地
域
経
済
及
び

　
　公
共
事
業
へ
の
影
響
は

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

泉谷赳馬
（明日をひらく）

県
は
由
利
本
荘
看
護
学
校
を
県

立
衛
生
看
護
学
院
の
サ
テ
ラ
イ

ト
校
と
す
る
方
針
を
固
め
今
年
７
月
に

募
集
要
項
を
配
布
開
始
、
令
和
９
年
４

月
の
サ
テ
ラ
イ
ト
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
校
の
学
生
確
保
は
、
本

市
の
看
護
人
材
確
保
と
し
て
も
重
要
で

あ
る
。
学
生
確
保
の
た
め
、
看
護
学
生

の
住
居
や
通
学
な
ど
の
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
、
学
生
の
支
援
に
つ
い
て
当

局
の
考
え
は
。

学
生
の
住
居
や
通
学
費
な
ど
の

支
援
は
、
こ
の
地
域
で
の
看
護

人
材
確
保
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
検

討
の
意
義
は
あ
る
と
感
じ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
県
か
ら
学
校
運
営
の
経
営

方
針
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

具
体
的
な
お
答
え
は
で
き
な
い
。

問答 由
利
本
荘
看
護
学
校

　
　
　
　
　サ
テ
ラ
イ
ト
化

9P 大友孝徳（市民の窓口）
１．ファシリテーター専門職導入で市職員の

「聴く力」の底上げを

２．島根県大田市大森町に学び関係人口創

出と移住促進を

３．相次ぐ風車破損事故から市民を守るた

めに

４．部活動の移動に安心安全なルールづく

りと支援体制を

7P 橋島達也（無所属）
１．自転車の安全利用に向けた走行環境の

整備と教育の充実について

２．資材高騰・供給危機による地域経済及

び公共事業への影響について

6P 泉谷赳馬（明日をひらく）
１．由利本荘看護学校及び県立衛生看護学

院サテライト校について

２．本市沖洋上風力発電事業について

7P 甫仮貴子（高志会）
１．第１４９回秋田県種苗交換会の開催に向

けて

２．本市のＢ＆Ｇ海洋センターの維持管理と

将来ビジョンについて

３．樹木の倒木等による市民の安全管理に

ついて

8P 佐々木司（高志会）
１．山活と農村ＲＭＯについて

２．ごみ処理について

8P 粟野希穂（立憲民主党）
１．若年女性に「選ばれる」ための意識改革

と対話の場について

２．若者の声を「政策につなげる仕組み」に

ついて

３．クマ出没対策と生活圏・労働環境の安

全確保について

４．海水浴場周辺における風力発電施設の

安全対策について

５．統廃合に伴う学校の歴史継承と“ふるさ

と愛”の醸成について

9P 小川光弘（無所属）
１．子育て支援の拡充と少子化対策について

２．災害避難場所について

３．立地適正化計画について

６月定例会では、
７人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

地
元
の
海
域
で
発
電
さ
れ
る
電

気
を
地
元
で
利
用
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
洋
上
風
力
由
来
の
電
力
や

そ
の
環
境
価
値
を
、
公
共
施
設
や
学
校

施
設
な
ど
の
市
有
施
設
に
お
い
て
活
用

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

再
エ
ネ
電
力
は
地
域
固
有
の
資

源
で
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
て
発
電
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
地
域
で
利
活
用
す
る

こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
洋
上
風
力
で
発
電
さ
れ
た

電
気
に
つ
い
て
も
利
用
し
や
す
い
仕
組

み
の
構
築
に
つ
い
て
、
法
定
協
議
会
な

ど
で
お
願
い
し
て
き
た
。

　
本
市
沖
で
発
電
し
た
電
気
を
本
市
の

公
共
施
設
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と
は
理

想
的
な
取
組
み
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提

と
し
て
発
電
事
業
者
か
ら
低
い
価
格
で

供
給
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

問答 本
市
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業

地
域
農
業
者
が
新
技
術
を
学
び

取
り
入
れ
て
い
け
る
よ
う
な
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
導
入
補
助
は
。

適
切
な
情
報
提
供
に
努
め
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
伴
走
支
援

に
努
め
る
。

問答

経
済
波
及
効
果
は
。

県
全
体
で
は
90
億
円
、
本
市
で

は
５
億
円
の
経
済
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。

問答 第
1
4
9
回
秋
田
県
種
苗

　
交
換
会
の
開
催
に
向
け
て

施
設
の
長
寿
命
化
は
。

修
繕
は
不
具
合
箇
所
を
優
先
し

対
応
。
現
在
は
具
体
的
な
長
寿

命
化
計
画
は
な
い
。
今
後
と
も
指
定
管

理
者
や
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
連
携
を
密
に
し
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
る
。

問答 本
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

維
持
管
理
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

プ
ー
ル
施
設
の
今
後
と
修
繕
計

画
は
。

将
来
の
人
口
動
向
や
利
用
者
数

を
考
慮
し
、
令
和
18
年
ま
で
に

一
地
域
一
プ
ー
ル
の
必
要
性
に
つ
い
て

協
議
し
集
約
化
を
図
る
。Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー

ル
・
３
箇
所
は
当
面
存
続
す
る
方
針
で

あ
る
。

問答

開
催
期
間
中
に
お
け
る
市
民
生

活
へ
の
影
響
と
交
通
渋
滞
緩
和

策
は
。大

規
模
駐
車
場
を
分
散
配
置
し

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
輸
送
す
る
。
主

会
場
で
あ
る
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
周
辺

へ
の
車
両
集
中
を
抑
制
し
渋
滞
緩
和
に

努
め
る
。

問答
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木司
（高志会）

粟野希穂
（立憲民主党）

公
園
や
通
学
路
周
辺
、
市
管
理

の
施
設
周
辺
の
草
刈
り
や
下
草

管
理
、
見
通
し
確
保
に
つ
い
て
ク
マ
対

策
や
防
犯
の
観
点
か
ら
、
今
後
ど
の
よ

う
な
場
所
を
優
先
し
、
環
境
整
備
を
進

め
る
の
か
。

問

緩
衝
帯
整
備
は
、
石
脇
自
歩
道

や
通
学
路
な
ど
、
ク
マ
出
没
箇

所
を
中
心
に
実
施
し
、
松
涛
公
園
や
本

荘
公
園
な
ど
目
撃
情
報
の
あ
る
施
設
な

ど
も
刈
り
払
い
を
進
め
た
い
。

答

今
後
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
環
境
整
備
や
安
全
対
策
を

進
め
る
の
か
。

問

進
め
方
や
整
備
状
況
な
ど
に
つ

い
て
、
市
民
へ
ど
の
よ
う
に
情

問

草
木
が
繁
茂
す
る
時
期
を
重
点

期
間
と
し
、
猟
友
会
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
選
定
し
、
準
備
を
進

め
て
い
る
。

答 ク
マ
出
没
を
踏
ま
え
た

生
活
圏
周
辺
の
環
境
整
備
は

出
没
情
報
に
加
え
、
緩
衝
帯
整

備
予
定
箇
所
、
捕
獲
用
わ
な
の

設
置
状
況
や
捕
獲
状
況
に
つ
い
て
も

様
々
な
手
段
で
情
報
提
供
を
行
う
。

答

閉
校
後
の
歴
史
継
承
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
向
性
は
。

問

誰
に
と
っ
て
も
、
そ
の
「
も
の
」

自
体
に
歴
史
的
な
価
値
が
あ
る

場
合
は
移
設
も
考
慮
し
つ
つ
現
物
の
保

存
と
活
用
を
図
る
。「
も
の
」
と
し
て

残
し
に
く
い
閉
校
し
た
学
校
の
記
録
や

記
憶
な
ど
に
つ
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
の

力
を
活
用
し
、
後
世
に
学
校
の
証
し
が

残
せ
る
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
取
り
組
む
。

答

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
本
市
の
動
き
は
。

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
手
法
が
各

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
ど
の
よ

う
に
活
用
で
き
る
の
か
、
地
域
の
皆
様

と
の
話
し
合
い
を
重
ね
必
要
性
や
可
能

性
を
研
究
し
て
い
く
。

問答

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
。

県
の
支
援
策
を
活
用
し
な
が
ら

地
域
の
目
指
す
姿
の
実
現
に
む

け
て
支
援
し
て
い
く
。

問答 山
活
と
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

山
林
を
地
域
資
源
と
す
る
た
め

に
権
利
関
係
整
備
を
。

問

「
認
可
地
縁
団
体
が
所
有
す
る

不
動
産
に
係
る
登
記
の
特
例
」

を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
、
地
域
の
目
指

す
姿
の
実
現
に
向
け
て
活
動
す
る
組
織

に
市
関
係
部
局
が
連
携
し
支
援
す
る
。

答

固
定
資
産
税
共
有
者
分
割
納
付

を
。

問

実
務
上
の
課
題
も
あ
り
本
市
で

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

答

ご
み
処
理
広
域
化
・
集
約
化
の

対
応
は
。

可
燃
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は

広
域
処
理
に
参
加
。
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
と
中
継
施
設
は
単
独
で
整
備
す

る
。 問答

一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基

本
計
画
の
方
針
は
。

策
定
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
、

大
き
く
状
況
が
変
化
し
て
い
る
。

秋
田
市
な
ど
と
の
可
燃
ご
み
の
処
理
広

域
化
に
向
け
大
き
く
方
針
転
換
を
行
っ

た
こ
と
、
最
終
処
分
の
民
間
施
設
の
活

用
を
含
む
処
理
方
針
や
新
た
な
施
設
整

備
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
直
近
の
ご
み

排
出
量
の
実
績
に
基
づ
く
ご
み
排
出
量

推
計
の
見
直
し
な
ど
を
反
映
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
中
に
改
定

を
予
定
し
て
い
る
。

問答 ご
み
処
理

報
発
信
す
る
の
か
。

クマ出没当日の松涛公園（本荘石脇地区）

統
廃
合
に
伴
う
学
校
の
歴
史

継
承
と
〝
ふ
る
さ
と
愛
〞
の

　
　
　
　
　
醸
成
に
つ
い
て

人　事　案　件

■教育委員会教育長（任期：３年）

　土　倉　新　也　氏（再任）西目地域出戸
■教育委員会委員（任期：４年）

　小　坂　綾　子　氏（再任）本荘地域中梵天
■固定資産評価審査委員会委員（任期：３年）

　澤　田　宣　夫　氏（再任）本荘地域石脇
　斎　藤　弘　隆　氏（再任）本荘地域一番堰
　加　賀　秀　喜　氏（新任）西目地域西目
■農業委員会委員（任期：３年）

　佐々木　純　一　氏（再任）本荘地域赤田
　冨　樫　公　一　氏（再任）本荘地域薬師堂
　板　垣　利　明　氏（再任）本荘地域滝ノ沢
　菅　原　文　克　氏（再任）本荘地域大沢
　三　浦　徳　也　氏（新任）岩城地域内道川
　井　上　博　美　氏（新任）本荘地域石脇
　畑　山　留美子　氏（再任）矢島地域七日町
　佐　藤　角　栄　氏（新任）矢島地域荒沢
　豊　島　靖　喜　氏（再任）矢島地域元町
　吉　田　真　大　氏（新任）岩城地域内道川
　尾留川　正　敏　氏（新任）由利地域前郷
　巴　　　　　寛　氏（再任）由利地域町村
　伊　東　金　一　氏（新任）由利地域森子
　石　井　健　一　氏（新任）大内地域岩谷麓
　伊　藤　純　二　氏（新任）大内地域大内三川
　畠　山　典　雄　氏（新任）大内地域羽広
　佐々木　　　亨　氏（再任）大内地域加賀沢
　加　藤　三　敏　氏（再任）大内地域中俣
　小　野　晃　一　氏（再任）東由利地域舘合
　佐々木　善　永　氏（新任）東由利地域宿
　齋　藤　　　誠　氏（再任）西目地域西目
　真　坂　和　都　氏（再任）鳥海地域猿倉
　佐　藤　源　樹　氏（再任）鳥海地域上笹子
　佐　藤　　　崇　氏（再任）鳥海地域栗沢

つち くら やしん

こ さか あや こ

さわ た のぶ お

さい とう ひろ たか

か が ひで き

さ きさ じゅん いち

と がし こう いち

いた がき とし あき

すが わら ふみ かつ

み うら とく や

いの うえ ひろ み

はた やま る こみ

さ とう かく えい

とよ しま せい き

よし だ ま お

び かわる まさ とし

ともえ ひろし

い とう きん いち

いし い けん いち

い とう じゅん じ

はたけ やま のり お

さ きさ とおる

か とう みつ とし

お の こう いち

さ きさ よし えい

さい とう まこと

ま さか かず と

さ とう よし き

さ とう たかし

同意
●国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

●地方活力向上地域における固定資産税の不均一課

　税に関する条例の一部を改正する条例案

●老人福祉施設におけるサービスに要する費用の徴

　収に関する条例の一部を改正する条例案

●介護保険条例の一部を改正する条例案

●本荘マリーナオートキャンプ場条例の一部を改正す

　る条例案

●ゆりの里交流センター条例の一部を改正する条例案

●ガス供給条例の一部を改正する条例案

●ガス事業、水道事業及び下水道事業の設置等に関

　する条例の一部を改正する条例案

条　例　関　係 可決

◆物品（岩城地域・大内地域スクールバス）

　購入契約の締結について

　契約金額：２５１３万９４００円
　契約の相手方：秋田トヨペット株式会社本荘店
　　　　　　　　　　　　　　　店長　山本芳則

契　約　関　係 可決

◎中直根線

　秋田県より移管された旧道について認定するもの

市　道　認　定 可決

※陳情第１号：選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提出についての陳情

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※佐藤健司議長は、採決に加わりません。

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
公
明
党

無所属
表
決
数

議

　決

　結

　果

高　　　志　　　会 市民の窓口明日をひらく 立憲民主党
会派・
議員名

案件名

不採択

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

小
川

　光
弘

橋
島

　達
也

佐
藤

　正
人

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

粟
野

　希
穂

岡
見

　善
人

渡
部

　聖
一

小
松

　浩
一

新
宅

　
　慈

泉
谷

　赳
馬

正
木

　修
一

佐
々
木

　司

大
友
ま
す
子

佐
藤

　健
司

長
沼

　久
利

甫
仮

　貴
子

佐
藤

　義
之

小
田

　
　彩

堀
井
新
太
郎

伊
藤

　順
男

高
橋

　信
雄

××○×○○○×××××××－××××××× １７４

○：賛成　×：反対

陳情第１号
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ここが聞きたい
一 般 質 問

6月定例会6月定例会

大友孝徳
（市民の窓口）

小川光弘
（無所属）

最
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る
少

子
化
対
策
と
し
て
、
第
1
子
出

産
1
0
0
万
円
、
第
2
子
50
万
円
、
第

3
子
1
0
0
万
円
と
し
た
ら
ど
う
か
。

市
独
自
の
子
育
て
支
援
金
と
し

て
、
第
２
子
に
10
万
円
、
第
３

子
以
降
20
万
円
を
支
給
し
て
お
り
、
国

の
支
援
も
含
め
る
と
、
第
１
子
は
10
万

円
、
第
２
子
は
20
万
円
、
第
３
子
以
降

は
30
万
円
の
支
援
と
な
っ
て
お
り
、
高

額
な
経
済
支
援
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き

課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答 子
育
て
支
援
の
拡
充
と

　
　
　
　
　少
子
化
対
策
は

市
民
の
声
を
積
極
的
に
聴
き
、

合
意
形
成
を
支
え
な
が
ら
政
策

を
進
め
る
力
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体

に
と
っ
て
最
も
重
要
で
は
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
な

が
ら
、
市
職
員
の
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
を
図
り
、
市
民
と

共
に
政
策
を
作
り
上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
を

確
立
す
る
よ
う
努
め
る
。

問答 フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

専
門
職
導
入
で
市
職
員
の

　

 

「
聴
く
力
」
の
底
上
げ
を

２
０
１
８
年
２
月
に
発
生
し
た

本
荘
港
風
力
発
電
所
の
風
車
ブ

レ
ー
ド
破
損
事
故
で
は
、
長
さ
約
12
ｍ

の
破
片
が
最
大
１
０
０
ｍ
先
ま
で
飛
散

し
た
。
市
民
や
観
光
客
の
安
全
を
第
１

に
考
慮
し
、
本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
水
浴
場

海
開
き
の
間
は
、
本
荘
港
風
力
発
電
所

問 相
次
ぐ
風
車
破
損
事
故
か
ら

　
　
　市
民
を
守
る
た
め
に

本
荘
港
風
力
発
電
所
が
重
大
か

つ
切
迫
し
た
危
険
な
状
態
に
あ

る
と
は
認
識
し
て
お
ら
ず
、
法
的
根
拠

の
な
い
中
で
、
国
に
風
車
の
停
止
は
求

め
な
い
。

答
の
停
止
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

本荘マリーナ海水浴場に至近の風車

国
は
部
活
動
の
地
域
展
開
に
伴

う
移
動
手
段
の
確
保
を
重
要
課

題
と
位
置
付
け
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活
用

や
地
域
交
通
と
の
連
携
を
含
め
た
交
通

体
系
の
再
編
に
補
助
し
て
い
る
。
本
市

も
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

部
活
動
の
地
域
展
開
が
進
み
、

活
動
が
広
域
化
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
公
共
交
通
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル

ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
改
正
の
検
討
材
料
と
し

て
活
用
す
る
。

問答 部
活
動
の
移
動
に
安
心
安
全
な

ル
ー
ル
づ
く
り
と
支
援
体
制
を

市
が
定
め
る
避
難
場
所
に
お
い

て
、同
行
避
難
を
原
則
と
し「
人

間
と
ペ
ッ
ト
は
別
々
の
場
所
に
な
る
」

と
あ
る
が
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
居
ら
れ

る
同
伴
避
難
に
し
て
は
ど
う
か
。

ケ
ー
ジ
へ
収
容
さ
れ
、
避
難
所

汚
損
や
鳴
き
声
で
の
迷
惑
が
な

い
こ
と
な
ど
、
周
囲
へ
の
配
慮
を
盛
り

込
ん
だ
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場

合
に
は
、
適
切
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
図
っ

た
う
え
で
「
同
伴
ス
ペ
ー
ス
」
が
確
保

で
き
る
よ
う
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問

答

災
害
避
難
場
所
に
つ
い
て

人
口
減
少
の
中
で
広
大
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

ど
う
や
っ
て
行
く
か
「
令
和
26
年
度
の

都
市
の
姿
を
展
望
」
と
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
計
画
を
し
て
い
る
の
か
。

立
地
適
正
化
計
画
は
、
地
域
の

力
を
集
結
し
人
々
の
交
流
を
育

む
魅
力
的
な
「
ま
ち
な
か
の
創
出
」、

災
害
に
強
く
住
み
続
け
や
す
い
住
居
環

境
の
整
備
、
市
街
地
と
郊
外
を
結
ぶ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
の
３
つ
の
方
針
に

基
づ
い
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
ま

た
、
住
居
誘
導
や
都
市
機
能
の
集
約
に

つ
い
て
は
、
居
住
や
都
市
機
能
施
設
の

建
て
替
え
な
ど
の
機
会
に
合
わ
せ
て
、

緩
や
か
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

問答 立
地
適
正
化
計
画
は

●委員会発案第２号

　地方財政の充実・強化を国に求める意見書の提出に

　ついて

委 員 会 発 案 可決

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣
国土交通大臣　デジタル大臣
内閣府特命担当大臣（こども政策　少子化対策
若者活躍　男女共同参画　共生・共助）

●委員会発案第３号

　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務

　教育費国庫負担割合引上げを国に求める意見書の

　提出について

意見書提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　文部科学大臣

請願・陳情結果

不  採  択

○陳情第１号（継続審査中）

　選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める意見書提

　出についての陳情

秋田弁護士会　会長　竹田勝美

○請願第２号

　ツキノワグマの市街地への出没増加対策の財源と

　して、森林環境譲与税の積極的活用を検討するこ

　とを由利本荘市に求める請願

山下友宏

紹介議員　松本学

採　　択

○陳情第５号

　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務

　教育費国庫負担割合引上げを図るための２０２７

　年度政府予算に係る意見書提出についての陳情

秋田県教職員組合　執行委員長　小林久美子

○請願第３号

　地方財政の充実・強化を国に求める意見書提出に

　ついての請願

連合秋田本荘地域協議会　議長　清野英之

紹介議員　岡見善人

問 　実際に移住につながった割合や、秋田県

での移住促進の取り組みは。

答 　関東地方の10組14人が来訪し、そのうち1
人が移住につながる可能性があると分析して
いる。県でも移住促進のマーケティングを行
い、必要な情報は「仕事」と「住まい」が最も
重要。Uターン希望者は女性が多く、特に既
婚者、未就学児がいる家庭、子育て世代の関
心が高い。県ではこれらの層をターゲットにし
た施策を進めており、由利本荘市でも保育園
や教育に関する施策がこれに繋がると考えて
いる。

　「東北 移住＆つながりフェア」へ出展しました。総
東北 移住＆つながりフェア

問 　改正の内容は。

答 　全世代と企業が拠出する「子ども・子育て
支援金」が令和８年度から医療保険料とあわ
せて徴収され、児童手当拡充などに充てられ
る。
　令和８年度より国民健康保険税にも、所得
に応じて子ども・子育て支援納付金が上乗せ
される。
　その他、課税限度額の上限額の引き上げと
低所得者への軽減判定所得の見直しが行われ
る。

　法改正で「子ども・子育て支援金制度」が新た
に創設されたことに伴う条例の改正です。 教

国民健康保険税条例の
一部を改正
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※令和７年度は市議会議員改選のため前期（４月から１０月）と後期（１１月から翌年３月）に分けての交付となっています。
※佐々木司議員が令和8年1月1日より高志会に加入したため、佐々木司議員個人への交付額は2カ月分（令和7年11月から12月分）、高志会
　への交付額は9人×5ヶ月分＋1人×3ヶ月分（令和8年1月から3月分）の交付となっております。
※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派及び議員が負担しています。

政務活動費の収支を報告します

令和７年度後期

　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究などの活動に充てる

ことができます。令和７年１１月～令和８年３月は月額１５,０００円を交付さ

れ、収支報告書の提出が義務付けられています。

※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を
　掲載しています。

由利本荘市政務活動費交付金の執行状況（令和７年１１月から令和８年３月） （単位：円）

会派名・議員名

高

　
志

　
会

明

日

を

ひ

ら

く

立

憲

民

主

党

市

民

の

窓

口

公

　
明

　
党

橋

島

達

也

議

員

小

川

光

弘

議

員

佐

々

木

司

議

員

合計

720,000

720,000

57,600

61,085

310,453

263,894

20,275

713,307

6,693

375,000

375,000

30,000

20,000

499,604

169,122

718,726

0

150,000

150,000

12,000

68,260

8,151

60,000

148,411

1,589

150,000

150,000

12,000

174,559

186,559

0

75,000

75,000

6,000

17,654

31,671

55,325

19,675

75,000

75,000

6,000

40,000

46,000

29,000

75,000

75,000

6,000

10,000

16,000

59,000

30,000

30,000

2,400

2,400

27,600

1,650,000

1,650,000

132,000

199,345

992,767

0

0

0

450,670

51,946

0

60,000

1,886,728

143,557

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要望・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

残　　額

計

計

収 

入

支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　出

交付金
(１人月額１５,０００円交付)

購入契約したスクールバス

スクールバスの購入契約

問 　更新の理由は。

答 　購入後１１年から１２年を経過しており、そ
の走行距離も岩城地域の１台は走行距離２０万
キロメートル、大内地域２台は、それぞれ２７
万キロメートル、３２万キロメートルを超えてい
る。また、下回りの損傷もあり安全確保のた
め更新する。契約額は３台で２５１３万９４００
円であり、納入は令和９年２月末を予定してい
る。

　岩城地域、大内地域のスクールバス３台を更
新します。 教

問 　運賃値上げの理由と、アプリによる値引き

が今後も継続されるのか。

答 　本格稼働時の市の財政状況を考慮し、持続
可能性を検証するため、昨年度の300円から
今年度は400円に値上げして検証する。アプ
リ割引は昨年度と同様に大人100円、その他
50円の割引を検討している。

　エリアの追加、３台体制、運賃大人400円小人
200円にて実施します。 総

令和８年度ＡＩオンデマンド
交通導入運行実証事業

のれッタ運行エリア図

第３弾キャッシュレス決済
ポイント還元事業

問 　第３弾に至った経緯は。

答 　第2弾キャッシュレス決済ポイント還元事業
と生活応援券発行の実施の結果、生じた残額１
億４２８８万６千円を活用し実施する。今回はキ
ャッシュレス決済のみとし、期間は9月1日から
12月31日までで予算に達し次第終了する。還元
率は一般店２０％、大型店５％とする。利用出来
る加盟店は約６７０店舗を想定して、準備に入
る。

　物価高騰対策として第３弾キャッシュレス決
済ポイント還元事業を実施します。 産

ツキノワグマ誘引樹木伐採事業

問 　補正額は。また、市民の不安解消の取り組

みは。

答 　当初予算１５０万円に対して、３０３万２千円
の増額補正を行う。
　市街地中心部への出没が相次ぎ、市民の不安
が増していることから、出没情報だけでなく、
駆除状況の周知についても検討をしていく。

　カキやクリなどのクマを誘引する樹木伐採事
業費を増額します。 産
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６月定例会のトピックス

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

　令和８年６月定例会が、５月29日から6月17日までの20日間の日程で開催され、専決処分報告10件、人
事案件29件、条例関係８件、契約関係１件、補正予算10件、その他2件の計60件が審議され、すべて原案
のとおり承認・可決されました。
　また、請願２件、陳情１件について採択され、継続審査中の陳情は不採択と決しました。
　さらに、委員会発案２件も可決されました。

３日
１０日

１７日
２１日
２８日

２２日

２９日

５日
８日
９日
１７日

２３日
２４日

３０日

議会日誌議会日誌
４月

５月

６月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
教育民生常任委員会協議会
議会改革特別委員会
当局との連絡会議
議会全員協議会

議会運営委員会
議会改革特別委員会
教育民生常任委員会協議会
本会議（開会）
議会全員協議会

本会議（一般質問）・８日
議会運営委員会
委員会（議案審査）～１０日
議会運営委員会
本会議（閉会）
議会改革特別委員会
議会報編集特別委員会
新潟県長岡市議会行政視察来訪
大阪府大阪市会行政視察来訪
千葉県八街市議会行政視察来訪

（４／１～６／３０）

６
月
定
例
会

議長交際費議長交際費

慶祝、
協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

37,000円
（3件）

76,200円
（9件）

39,000円
（7件）

0円
（0件）

0円
（0件）

59,000円
（1件）

【議長交際費】

詳細はこちらから↑

４月

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

５月

６月

３日
７日
１０日
２１日
２３日
２４日
２８日

１日
３日
５日
１１日
１４日
１５日
１８日
１９日
２６日

２７日
２８日

７日
１２日
１５日
２０日
２３日

２４日

民生児童委員協議会
新入社員合同歓迎会
本荘さくらまつりオープニングセレモニー
第１４９回秋田県種苗交換会協賛会設立総会
東北市議会議長会定期総会(青森県八戸市)
地域農業再生協議会総会
秋田由利牛振興協議会総会

本荘東小学校開校記念式典
丸亀お城まつり（香川県丸亀市）
佐久バルーンフェスティバル・佐久鯉まつり（長野県佐久市）
全国伝統工芸品振興市議会協議会（東京都）
由利本荘市観光協会通常総会
由利本荘市商工会通常総代会
市と市議会との合同要望（秋田市）～19日
国道３９８号改良整備促進期成同盟会通常総会（湯沢市）
管工事協同組合通常総会
由利本荘市スポーツ協会評議員会
全国市議会議長会定期総会（東京都）
市議会議員共済会代議員会（東京都）
本荘由利森林組合通常総代会

鳥海新緑まつり
本荘税務署管内青色申告連合会通常総会
本荘由利産学振興財団評議員会
由利建築士会通常総会式典
本荘東小学校竣工修祓式
芸術文化協会連合会表彰式
市と市議会との合同要望（宮城県仙台市・東京都）～２６日

【議長公務】

詳細はこちらから↑

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

▶ 次の定例会は９／２～９／２４ ◀

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／１６ １９１７ １８ ２０

２３

３０ ３１ ３

２９２７ ２８ ２８

２２

１３ １６

２０ ２１ ２２ ２３ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ １０／１ ２ ３

１９１８

５４

６

９／１

１２

月 火 水 木 金 土

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

本会議
（一般質問）

７
本会議
（一般質問）

８

２１

　８月２１日（金）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

決算審査
特別委員会
（主査会議）

１５

本会議
（閉会）

２４

決算審査
特別委員会
（主査報告）

１７

本会議
（開会）

２

常任委員会
決算審査
特別委員会

１１
常任委員会
決算審査
特別委員会

１０

常任委員会
決算審査
特別委員会

１４

選ばれる職場づくりプログラム

問 　内容は。

答 　市内企業の人材確保・定着支援のためのプ
ログラムで、3 回の講座を通じて「気づきから
始める職場改善、自社の課題の洗い出し」「課
題を解決に導く改善策と目標づくり」「改善目
標の発表と振り返り」を予定。社会保険労務
士が講師を務める。

　企業における女性活躍推進事業「選ばれる職
場づくりプログラム」を展開します。 総

９
本会議

（一般質問）
決算審査
特別委員会

市道路線の認定

問 　認定の経緯は。

答 　県道鳥海矢島線のバイパス道路が完成に至
ったことから「中直根線」を認定する。

　秋田県より移管された旧道を認定します。産

向かって右が市道中直根線

小中学校ＩＣＴ機器等賃貸借
更新事業

問 　どのような内容か。

答 　これまで課題のあったネットワークの遅延解
消や快適なＩＣＴ環境整備に向け、サーバの更
新、教職員用ノートパソコンの更新、普通教
室のプロジェクターの更新、学習系インターネ
ット接続の方式の変更となっている。なお、事
業費は７億９０１４万９３６０円であり、いずれ
も今年度9月からの稼働開始を予定している。

　ＩＣＴ環境の老朽化対策および教育ＤＸ推進
を目的に関連機器が更新します。 教

地域クラブ参加への支援

問 　支援の内容は。

答 　経済的困窮世帯の生徒に対し地域クラブ参
加などを支援する経費を追加する。
　子どもたちの学びの機会の確保のため、経
済的な理由で体験格差が生じないよう支援を
行ない、健やかな成長を願う。

　８２万３千円を増額補正します。 産



すべり台だ～い好き！（千刈町内会レクリエーション大会／５月３１日）
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す
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（
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ま
ち
の

声
か
ら

ってらっしゃい」「気を付けなよ」と地域の方が

家族のように登校中の私に声をかけてくれま

す。その声かけに温かさを感じ、今日も頑張ろうと励

まされます。私の地域では老若男女、皆が笑顔で声を

かけ合っています。とても素敵なことだと思います。

　５月に修学旅行先で同窓会東京支部の方々と交

流会をし、私たちは大学で准教授をされている方と

話ができました。その方のご実家が私の家の近所だ

と知り、とても親しみを覚えました。進路の悩みに

対し、「夢や目標をもつことの大切さ」をアドバイス

してくださいました。地域を離れても、郷土を愛し、

見守っている方々がいることを心強く感じた瞬間で

した。地域の方々は私たちを様々な形で支えてくれ

ています。その期待に応えられるよう、これからも

地域を愛し、学校を愛し、誇りをもって頑張ってい

きたいです。

たしの住む地域は、自然が豊かで、とてもリ

ラックスできる場所です。建物の中からの景

色を楽しんでいるとき、友達とお花見をしようと町

を歩いているときなど、「自然が多いっていいな」

といつも思います。わたしは、どこを見渡しても見

える自然が好きです。特に、わたしの家から歩いて

行けるところに、「道の駅岩城」があります。そこ

には、おいしいご飯や、地域でつくられた野菜な

どがあります。休日はお客さんがたくさんいて、に

ぎわっています。そこから見る海や夕日は、何度見

ても感動するし、あきません。地域の宝物だと思い

ます。だからわたしは、クリーンアップなどのボラ

ンティア活動に積極的に参加して、これから先の未

来も、みんながきれいな景色を楽しめるようにがん

ばりたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.４３

「い わ

素晴らしい景色を守り続けるために温かさに包まれた私の地域

岩城小学校 ６年

さん加賀谷 芽衣子

由利中学校 ３年

（町内名　川北）（町内名　森子）

み うら か が や め こいせん

さん三浦 宣
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編
集
後
記

　
今
号
は
６
月
定
例
会
の
内
容
が
主

に
な
り
ま
す
が
、
編
集
に
あ
た
り
市

民
目
線
を
意
識
し
、
限
ら
れ
た
文
字

数
で
、
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
良
い

文
章
表
記
、
説
明
写
真
や
図
・
イ
ラ

ス
ト
を
考
え
活
発
な
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
各
委
員
が
持
ち

寄
っ
た
作
品
か
ら
選
定
し
、
今
回
は

副
委
員
長
の
作
品
で
す
。

　
前
号
の
表
紙
の
写
真
の
ご
縁
に
よ

り
、
今
号
掲
載
の
「
ま
ち
の
声
か
ら
」

に
も
執
筆
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
議
員
７
人
の
一
般

質
問
が
あ
り
、
質
問
内
容
を
抜
粋
し

て
掲
載
し
ま
し
た
。
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
氏
名
の
脇
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
当
日
の
一
般
質
問
の
映

像
が
視
聴
で
き
ま
す
。
議
会
だ
よ
り

の
紙
面
と
映
像
の
両
方
を
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
佐
々
木
司
）
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議
会
報
編
集
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別
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員
会

６月定例会トピックス　　　　  ▶Ｐ２

６月定例会審議結果　　　　　▶Ｐ５

ここが聞きたい　一般質問　　▶Ｐ６

政務活動費報告　　　　　　　▶Ｐ１０

お知らせします　議会の動き　▶Ｐ１１

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　▶Ｐ１２

　
政
府
は
看
護
師
や
介
護
職
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
基
盤
を
支
え
る
ケ
ア
労
働
者
に
つ
い
て
、
そ
の

役
割
の
重
要
性
に
比
し
て
賃
金
水
準
が
低
い
状
況

に
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
賃
上
げ
支
援
に
踏
み
出

し
、
令
和
６
年
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障
害

福
祉
報
酬
に
つ
い
て
賃
上
げ
に
特
化
し
た
『
評
価

料
』や『
加
算
』を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
し
か
し『
２
・

５
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
目
標
』
を
掲
げ
た
も
の
の

実
際
の
診
療
報
酬
に
お
け
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
や
介
護
報
酬
の
新
加
算
は
目
標
水
準
に
及
ん
で

い
ま
せ
ん
。

　
社
会
基
盤
を
支
え
る
ケ
ア
労
働
者
抜
き
で
は
社

会
生
活
は
成
り
立
た
ず
、
医
療
崩
壊
が
懸
念
さ
れ

る
地
域
か
ら
は
人
が
離
れ
、
医
療
・
介
護
現
場
で

は
退
職
者
が
入
職
者
を
上
回
る
状
況
が
全
国
で
相

次
い
で
お
り
、
由
利
本
荘
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
市
民
の
命
と
健
康
を
守
り
安
心
し
て
医
療
・
介

護
を
受
け
ら
れ
る
体
制
確
保
の
た
め
、
医
療
・
介

護
従
事
者
の
賃
上
げ
や
人
員
増
と
な
る
処
遇
改
善

策
を
国
だ
け
で
な
く
由
利
本
荘
市
独
自
で
も
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

医
療
・
介
護
従
事
者
の

　
　
　
　処
遇
改
善
に
つ
い
て

や

か
ず

い

と
う

さ
ん

大
内
地
域 

  

　

   

　　　　
（
町
内
名

　小
栗
山
）

伊
藤

　和
哉

お兄ちゃんも、じょうず！


